
財務会計論-理論 論文学習法

担当：平林講師

1

１．短答式試験と論文式試験の違い
２．財務理論の問題の特徴
３．合格答案を書く能力を付けるために必要な作業
４．基準集の使い方
５．具体的な学習イメージ
おまけ 財理文章問題の答案の書き方・日本語のルール
配布資料  財理重要定義一覧(54個)



Copyright © 2023 TAC –Confidential-財理論文学習法 2

１．短答式試験と論文式試験の違い

【短答式試験】：
会計基準・適用指針・概念フレームワーク等について、
文章の〇×を判断する（主に間違い探し）

【論文式試験】：
【理論問題】専門用語を使って理屈を記述・説明する 

応用的な問題の場合、関連する基礎概念等を用いて部分点獲得

【会計処理等の説明問題】会計処理・要件等について基準集を使って説明する
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２．財務理論の問題の特徴

【理論問題のイメージ（抜粋）】
処理方法・考え方の論拠や採用論拠などを問う問題。
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２．財務理論の問題の特徴

令和５年論文
会計学「出題の趣旨」
から抜粋

テキスト典型論点の理屈暗記＋基準集から引用

【会計処理＆理屈説明問題のイメージ】
（※関連する基準集の規定を探して、引用・要約するだけの小問もある。）
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２．財務理論の問題の特徴
【事例問題のイメージ】

取引の状況などが具体的に示され、必要な処理や判断基準などを問う問題
（※関連する基準集の規定を探して、引用・要約するだけの小問もある。）

令和５年論文
会計学「出題の趣旨」
から抜粋
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３．合格答案を書く能力を付けるために必要な作業

【インプット】的学習 ： テキストの精読・確認
（ただし、「じっくり文章を読む」というイメージではない）

【アウトプット】的学習 ： テキストの想起・問題集・答練

ⅰ 主に「理由・論拠」の部分 ⇒ テキスト・問題集に近い説明を書けるように、理解/分解☆
ⅱ 会計処理の知識整理 ⇒ 時折会計処理をざっと確認（必要に応じて、基準集確認）

上記☆の内容を正しく説明できるかどうかの
確認

⇒ テキストの想起・問題集・答練（特に、
基礎答練）

応用的な出題や処理説明問題のパターンに
慣れる

⇒ 応用答練以降の答練

※ 完璧主義で先に進めない場合、最初はミニテストの穴埋め問題レベルから始めてもよい。
※ 問題集の問題は、全て同じ強度で取り組む必要はない。処理・要件部分は通常基準集に記載有。
※ 蓮尾講師の論文対策講義の過去問演習は難易度が高いため、一通り学習が進んでから検討。

※ 重要度に応じて強弱を付ける。まず、論文重要論点を問題集で把握してテキストへマーク。
※ ５月短答を受けない場合、論文論点ではない脚注は２・３ヶ月に一度軽く目に入れる程度。
※ 論文論点を一部抜粋して理解強化したい場合、池上講師の論文対策講義を参考。テキストへ。
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４-1．基準集 記載がある項目の例
具体的な会計処理（○○基準や企業会計原則に記載されているもの）
収益認識に関する会計基準 ステップ１～５、その他テキストp.476 開示まで
分離元企業・被結合企業の株主の処理
在外支店・在外子会社等の財務諸表項目の換算※令和３年出題

適用要件
引当金の４要件（企業会計原則 注）※令和５年出題
支配力基準（連結会計基準７項） ※令和５年出題
金融資産の消滅の認識 支配の移転３要件（金融商品基準９項）
金利スワップの特例処理の適用要件 （金融商品基準 注13）

定義の一部や分類
リース ファイナンスリース取引の定義

キャッシュ・フロー計算書 資金の範囲
開示（表示区分・基本的な注記事項）
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４-2．基準集 記載がない項目
理屈部分

2000年頃以降の会計基準（「～に関する会計基準」）には、
本来だと後半に理屈部分「結論の背景」パートがあるが、
論文式試験の参考法令基準集では、削除されている。
概念フレームワークも丸々記載なし。
○○に係る会計基準の設定意見書や
○○論点整理も、同様に理屈部分のため記載なし。

→理屈部分を想起・説明できるようにする。  
テキスト脚注など、些末な短答論点の会計処理・開示規定

基準ではなく「指針」等の細かいルールは、基本的には法令基準集に記載なし。
ただし、問われる可能性や重要性は低い。

 →短答向け脚注は、模試や本試験前など２・３ヶ月に１度、
 短答時の重要論点を中心に「軽く」目に入れておく。

参考：平成29年ヘッジ会計 事後テスト 具体的な数値基準出題 (80~125%要件）
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４-3. 会計学基準集の構成 横書き部分
・主に、左表紙から開いて横書き部分を使う。
テキスト各章との対応関係を把握しておく。

★具体的な番号は覚えなくてよい。「載っている」ことを知っておく



Copyright © 2023 TAC –Confidential-財理論文学習法10

４-4. 会計学基準集 縦書き部分

・右表紙から始まる縦書き部分(会社法・計算規則・金商法・財務諸
表等規則）を使うことは、あまり無い。

2012年第５問 計算問題
問
X1年度における「財務諸表等の用語、
様式及び作成方法に関する規則」第47条
から第48条の３に該当する科目の合計額を
答えなさい。
  ↓
財務諸表等規則 第47～48条の３を参照と、
 「流動負債の範囲」に関する規定
  ↓
 流動負債の合計額を計算して解答
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４-5. 会計学基準集 よく使う基準
企業会計審議会による会計基準「○○に係る基準」戦後～

□企業会計原則（２～５章、負債会計などと関連）
□外貨建取引等会計処理基準
□連結キャッシュ・フロー計算書等の作成基準
□税効果会計に係る会計基準

企業会計基準委員会による会計基準「○○に関する基準」2000年頃～

□事業分離等に関する会計基準
□金融商品に関する会計基準
□リース取引に関する会計基準
□事業分離等に関する会計基準
□企業結合に関する会計基準
□連結財務諸表に関する会計基準
□収益認識に関する会計基準
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４-6. 基準集に載っているか？簡単な見分け方
テキスト小見出しタイトル横（              ）内を確認。
「企業会計原則」や、
「○○基準」で、かつ会計処理部分（若い番号）や、
会計基準の「注」部分は載っている。テキストでいうと、段落最後は結論部分。

連結基準17項…基準前半の結論部分。記載あり。
57項…基準後半の理屈部分。記載なし。
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４-7. 収益認識に関する会計基準
収益認識に関する会計基準は、基準内の構成が複雑。
計算復習と合わせて本試験までに引き慣れる。

基準17項 下線部分の参照項を
基準内の索引として活用。
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５-1．財理 具体的な学習イメージ

・ まず、超重要な定義(添付資料)は早めに書けるようにする。

・ 基本的・典型的論文の理屈部分は、
 答練の範囲に合わせて書けるようにしていく。
 結論（会計処理）部分は基本的に基準集に載っている。
 重要論点のうち暗記対象箇所を絞る際に、基準集参照。

・ 答練を「繰り返し回す」必要性は低い。
（書けるかどうかの確認・初見の問題で指示に従えるか）
５～８月にかけて、何が出題されたか・指示のポイントを振り返る
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５-2．時期ごとの学習イメージ

【１・２月】 基礎答練の進度・出題範囲に
合わせて

(0)重要論点の把握
(1)知識・理解の整理（テキストの精読）
(2)基本的な記述を覚える（テキスト・問題集）

【３・４月】 応用答練の進度・出題範囲に
合わせて

(1)知識・理解の整理（テキストの精読）
(2)基本的な記述を覚える（テキスト・問題集）

まだ出題範囲になっていない
章について

(1)知識・理解の整理（テキストの精読）
(2)基本的な記述を覚える（テキスト・問題集）

全国模試①に向けて

(2)全体的に基本的な記述を覚える（強弱は付ける）
全ての章の超重要定義は理解した上で暗記
論文重要度Aはキーワード・キーフレーズを
使って説明できるように
論文重要度Bはそれなりに、Cは一旦理解か一言

※ ５月以降は、複数論点を比較しつつ４月までの内容の復習・暗記の精度アップと、
基準集操作に慣れる（特に収益認識）。
理論補強答練や、余裕があれば論文対策講義で応用的な記述問題の傾向やパターンを知る。

 通常の答練が優先。
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５-3．テキスト・論文問題集
～1月中
論文重要性をテキストにメモ

答練出題範囲に沿って
①論点の理解・構造分解
問題文を分解
模範解答を分解

②テキスト上で理屈部分の
要素分解・強調
適宜余白に想起用ヒント
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5-4. 本セミナー配付資料 重要定義一覧 54個
理解した上で、５月短答を受ける場合も早めに覚えて書けるように。
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５-5．その他の教材活用例 ミニテスト

ごく基礎的な
レベルの穴埋め問題。
初年度生には紙冊子とPDF配布
上級生にはPDF配布
Web School▶「教材」

完璧主義で前に進めない場合、
学習超初期の想起に活用

まずは重要なキーワードから
↓

なぜこのフレーズが必要か？
結論から逆算して理解
重要なフレーズは説明できるように
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５-6．その他の教材活用例 章扉keyword・目次

論文重要論点を目次にメモ
超重要定義に下線 想起に活用

A
C

C,C,C

B
A

B
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参考：その他の教材活用例 簡易年表・学習進度表
同時期の基準を比較して復習 テキスト全体を概観

苦手度合いや復習状況メモ
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お ま け
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題１

– ○○について、Aとして処理する理由を説明しなさい。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題１

– ○○について、Aとして処理する理由を説明しなさい。

解答例
○○については（①導入）、～であるため（②理由 複数段階にわたる場合

もある）、Aとして処理する（③結論）。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題２

– ○○の会計処理について、方法Aの意義を説明しなさ
い。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題２

– ○○の会計処理について、方法Aの意義を説明しなさ
い。

解答例
方法Aとは、○○について（①導入）～とする方法である（方法Aの説明）。

★ポイント
財務理論の問題で「意義」という場合、社会的な存在意義・役立ちではなく、
定義説明を指示していることが多い。（監査論との相違点）
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題３

– ○○の会計処理について、方法Aが採用されている理
由を説明しなさい。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題３

– ○○の会計処理について、方法Aが採用されている理
由を説明しなさい。

解答例
○○については（①導入）、～～であるため（②方法Aの採用論拠）、～と

する方法A （③方法Aの説明）が採用されている（④結論）。

★方法自体の論拠・理屈と、
制度上採用されている理由（採用論拠）は異なる場合がある。

例：外貨換算会計 決算日レート法/テンポラル法自体の論拠(p.261)と
採用論拠(p.262)
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題４

– ○○の会計処理について、方法Aではなく方法Bが
採用されている理由を説明しなさい。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題４

– ○○の会計処理について、方法Aではなく方法Bが
採用されている理由を説明しなさい。

解答例
○○について（①導入）、～とする方法Aに基づくと（②方法Aの説明）、～

となる（③方法Aの問題点等）。他方（対比）、○○について～とする方法Bに
基づくと（④方法Bの説明）、～ため（⑤方法Bの採用論拠）、方法Aではなく
方法Bが採用されている（⑥結論）。

★ポイント
方法B自体の論拠ではなく、【採用論拠】が問われていることに着目。
「AではなくBが」という指示から、Aを叩くためにAの短所について説明が必要。

財務理論の解答行数は短いことが多いため、段落は分けずに書く。
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文章問題の答案の書き方(財理)

例題５

– ○○の会計処理について、方法Aと方法Bを比較し
なさい。
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未更新文章問題の答案の書き方(財理)

例題５

– ○○の会計処理について、方法Aと方法Bを比較しな
さい。

解答例
方法Aとは（①導入） 、○○について、～～と捉え～～する方法である（②

方法Aの論拠・処理の説明）。他方（対比）、方法Bは、○○について、～～～
（③方法Bの説明）であり、～～という点が異なる（④共通点・相違点の指摘）。
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日本語の表記法
■縦書き原稿用紙と同様に、解答時２行以上にわたる時は
マナーとして「文頭一字下げ」を行う。特に改行後はマスト。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○。

※論文本試験は小問あたりの配点が少ないため
明確な減点対象にはならないと考えられるが、心証は異なる可能性がある。
なお、補習所の課題研究（長文レポート）には「改行や段落の不備」も提出時
のチェック対象であることが明示されている。

■読点(、)を付す。自分の解答を読み上げて、息が続かない状態は×。
■２行程度の短文を積み上げる（一文一意）。主語を書く。

令和５年論文
会計学「出題の趣旨」
から抜粋→
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最後に

・超重要定義は理解のためにも早めに書けるように覚える。
応用的な問題でも、重要定義の説明＆部分点で守れるケース有り。
例：○○説に基づき、～～とする考え方(初見)を説明しなさい

・全てを一気に理解・暗記するのは不可能。
出題範囲を参考にしつつ、まずは論点をある程度理解した上で
理屈を説明できるように。最終的には論文A論点は暗記するため、逆算。
★朝や他の科目の合間に毎回20-30分挟むなど、頻度を上げる。
毎回学習のテーマ・目的を変えていく。

・ある程度覚えた上で、問いに対応した解答を書くことを意識する。
問題文の指示に従う。問題文から指摘すべき要素を考える。


